別記様式１-2

年　　月　　日

有機加工食品生産行程管理者認証申請書（別冊）

有機加工食品について、外注がありますので、関係書類を添付します。


[関係書類]
	番号
	書　　　　　類　　　　　名
	書類
記号
	確認欄

	1
	外注先施設一覧表
	外-１
	☐

	2
	外注先施設毎図面
	外-２
	☐

	3
	外注工程（製品毎）
	外-３
	☐

	4
	外注先機械・器具リスト
	外-４
	☐

	5
	外注先薬剤リスト
	外-５
	☐

	6
	委託契約書
	―
	☐





















                      

年     月     日外-１Ｌ


外注先施設一覧表

※外注（生産行程の一部を外部の施設で行うこと。）がある場合のみ、以下の欄を記入する。
	施設番号
	施設名称
	構造
規模
（㎡）
	使用
形態
	有機専用
慣行併用
	所在地
	清掃・
洗浄方法
	用途
（〇を付ける。）

	
	
	
	外注
	専用

併用
	
	
	製造
包装
保管
その他
（　　　）

	
	
	
	外注
	専用

併用
	
	
	製造
包装
保管
その他
（　　　）

	
	
	
	外注
	専用

併用
	
	
	製造
包装
保管
その他
（　　　）

	
	
	
	外注
	専用

併用
	
	
	製造
包装
保管
その他
（　　　）

	
	
	
	外注
	専用

併用
	
	
	製造
包装
保管
その他
（　　　）

	合計
	
	㎡
	




年     月     日外-2



外注先施設毎図面

	施 設 番 号
	



（１）諸設備を収容し、かつ作業に支障のない広さ及び明るさを有すること。
（２）清浄な水を十分に供給することができる給水設備があること。
（３）原料及び製品の生産行程が良好に保持できるものであること。
（４）有機加工食品の日本農林規格第４条に規定する製造、加工、包装、保管、その他の行程管理に係る基準に従った管理を行うに支障のない広さ、明るさ及び構造を有することなどが明確になる図面及び書類を添付すること。　　　　　　

※大きさ 縦（ｍ）×横（ｍ）及び機械・器具の配置も含めて記入すること。
（非有機用の機械・器具も含めること。「機械・器具リスト」の番号と対応すること。）


































外-３

年     月     日

外注工程（製品毎）

※受入れから輸送するまでの工程を記入すること。
	製品名
	

	工　程
	主な使用施設・
機械・器具
	混合防止策・有機性の
維持のための対策等

	
	
	




　　　　　　　　　　　　　　　外. 1　　　　　　　　　　〈BY-01-2別冊〉　　　　　　　　　　　　

年     月     日外-４

外注先機械・器具リスト

※非有機のみで使用する機械・器具も含めて記載すること。
	製品名
	

	番号
	機械・器具名
	容量・能力等
	非有機加工食品
との区分
	清掃・洗浄方法
	備考

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	

	
	
	
	☐ 有機専用
☐ 併用
☐ 非有機のみ
	
	



年     月     日外-５

外注先薬剤リスト

１、有害動植物の防除目的で使用している薬剤
	薬剤名
	製造者名称
	製造者所在地
	製造者電話番号
	製造者ＦＡＸ番号
	保管場所
	使用方法
	汚染防止策
	該当する別表2の薬剤
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※専門業者に外注している場合は、契約書や業務計画書等、作業内容と有機ＪＡＳ規格を遵守して作業を行っている旨が明記された文書を提出すること。
　　
（参考）
　　　物理的又は生物の機能を利用した方法で防除を実施している場合　　　　
	具体的な手段
	使用場所
	使用方法
	汚染防止策
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



　　　
２、上記１以外の目的で使用している薬剤
（農薬、洗浄剤、消毒剤、殺菌剤、潤滑油、メンテナンスオイル、ボイラー添加剤等）
	薬剤名
	製造者名称
	製造者所在地
	製造者電話番号
	製造者ＦＡＸ番号
	保管場所
	使用方法
	汚染防止策
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


※専門業者に外注している場合は、契約書や業務計画書等、作業内容と有機ＪＡＳ規格を遵守して作業を行っている旨が明記された文書を提出すること。






委託契約書
（委託者氏名）　　　　　　　　（以下「甲」という。）と（受託者氏名）　　　　　　　（以下「乙」という。）は甲の有機加工食品・有機飼料（加工）生産行程の管理の一部の外注について次のとおり契約を締結する。

第１条　甲は、委託した工程において生じた異常等に関する処置又は指導を行い、乙は甲の処置又
は指導に従う。
第２条　乙は、委託された工程を有機加工食品・有機飼料の日本農林規格並びに有機加工食品・有
機飼料についての生産行程管理者の認証の技術的基準に基づいて行う。
第３条　乙は、受託した工程で使用する施設及び機械・器具を特定し、薬品等との汚染防止策及び
非有機加工食品との混合防止策を講じる。
　　２　甲は、前項の対策について書類及び実地で調査及び確認をすることができる。
第４条　甲が乙に委託する品目及び工程は、下記のとおりとする。
　　　　　委託を行う品目：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　委託を行う工程：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第５条　本契約における外注は、　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日までとする。
ただし、本契約期間満了時において、契約を継続しない場合は、相手方に対し、本契約期間満了の1ヶ月前までに通知するものとする。本通知がなされない場合は、本契約は、同一の条件でさらに１年間自動更新されるものとし、その後も同様とする。
第６条　本契約に定めのない事項及び本契約の条項に関し疑義が生じたときは、甲乙誠意を持って
協議し、これを解決する。
　本契約締結の証として本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保有する。

　　　　年　　月　　日

甲（委託者）　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
乙（受託者）　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
